
南都明日香ふれあいセンター犬養万葉記念館が「週刊新潮」に掲載

☎５４－９３００　WEB：http://inukai.nara.jp/

　（公財）古都飛鳥保存財団「無住社寺等助成事
業」により、令和７年度分として、助成を受け
た事業は下記のとおりです。

■歴史的風土及び文化財の保存に関する事業
【西念寺（雷）】
　西念寺講堂等工事

■地域住民の文化の向上に関する事業
【明日香村伝承芸能保存会】
　伝承芸能育成事業

【明日香村商工会】
　あすかふるさと夏まつり2025

【明日香村文化協会】
　一般文化育成事業

　奈良県中南和エリアの市町村が国営飛鳥歴史
公園石舞台地区に集まり、「歴史」をテーマに
魅力を発信しました。
　明日香村ブースでは、粘土型を使ってお寺の
瓦や石造物を作るワークショップ等を実施しま
した。

　秋の野に咲いている花を、指折り数を数えれば、
七種の花が美しい、という意味のいわゆる「秋の七
草」の起源となった歌です。美しい自然を数えるよ
うに愛でる、山上臣憶良の繊細な感性が表れていま
すね。

　めっきりと寒くなり、日が落ちるのも早くなって
きました。当館は新潮社様の取材を受け、「週刊新潮」
１０月３０日発売号に掲載されました。

　持統天皇の波乱に満ちた人生をテーマにした、里
中満智子さんの歴史漫画、「天上の虹」の大ファン
であるという、女優の佐藤藍子さんにご来館いただ
き、犬養先生の世界観をご堪能いただきました。
　撫子のような美女が、当館に凛と咲いた誌面をぜ
ひご覧ください。

【２階のご利用】
　　　　　　　　　　　�　古代衣装を着て撮影

できるブースのご用意
を進めています。

　　　　　　　　　　　�　完成次第お知らせし
ますのでお楽しみに！

・開館時間　１０時～１７時
・閉館日　月曜日（祝日の場合は翌火曜日）

秋の野に 咲きたる花を 指折り（およびをり）
かき数ふれば 七種（ななくさ）の花（山上臣憶良）
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10/4・5 第１４回おもしろ歴史フェス
ティバル「歴史を愉しむ」無住社寺等助成事業
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　公民館クラブと村民の皆さまの短歌
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☆飛鳥史学文学講座
【日時】
　１２月１４日（日）１３時～１５時

【場所】
　中央公民館１階　ホール
　（〒６３４‒０１４１　明日香村川原９１‒１）

【講師】
　関西大学客員教授　徳田誠志

【内容】
　�多角形古墳を考えるー「古墳」の終焉と「日本」

の始まり・終章―
【問い合わせ】
　関西大学教育後援会
　☎０６‒６３６８‒００５５

☆昭和歌謡で踊ろう！（公民館講座）
昭和歌謡に合わせて踊る、簡単なダンスです。
�昭和歌謡が懐かしい方、新鮮に映る方、どなたで
もご参加いただけます。
さあ、みんなで楽しく踊りましょう！

【日時】�１２月１３日（土） 
１０時３０分～１１時３０分

【場所】中央公民館ホール
【対象】村内在住および在勤の方
【参加費】無料
【申し込み】申込フォーム・電話
【持ち物】�飲み物・タオル 

※動きやすい服装でご参加ください。
【問い合わせ】
　楽スポあすか　☎５４‒２８１０
　（平日９時～１７時） ▲申込フォーム

公民館からのお知らせ 問い合わせ：教育推進課　☎５４ー３６３７

公民館だより
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